



























   ［新しい高いビルはペトロナス・ツインタワーより三十メート
ル高い。］
 d. 新的摩天楼比双峰塔（??更/还）高得多。
   ［新しい高いビルはペトロナス・ツインタワーよりずいぶん高
い。］
 e. 新的摩天楼比双峰塔（??更/还）高多了。
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例（15）は次の例（15a’）、（15b’）のように主体によって、二通りに解釈さ
れる可能性がある。
（15’） a. 那小孩胖乎乎的，简直比朝青龙还胖。（→ ?更）
   ［あの子はぽちゃぽちゃしていて、まるで朝青龍よりも太っ
ている。］
























   ［満一歳のときは机よりも低かったが、今は机より頭半分高
くなった。］
 b. 周岁时还没桌子高。现在比桌子还高了半个头。






















































（19） a.  东京塔是世界上最高的独立铁塔，比巴黎埃菲尔铁塔还高13
米。（→ ＊更）
 ＜http://blog.sina.com.cn/s/blog_491ad2f001000bok.html＞
   ［東京タワーは世界で最も高い自立式鉄塔のタワーで、パリ
のエッフェル鉄塔よりも13メートル高い。］
 b.  东京塔是世界上最高的独立铁塔，比巴黎埃菲尔铁塔还高多
了。（→ ＊更）
   ［東京タワーは世界で最も高い自立式鉄塔のタワーで、パリ
のエッフェル鉄塔よりずっと高い。］
（20） a. 可能是他也老了，虽然他比我还小几岁。（→ ＊更）
 ＜巴金《随想录》＞
   ［彼も年取ったからかもしれない。彼は私より何歳か若いけ
ど。］
 b. 他比我还小多了。（→ ＊更）
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还更有力。
 ＜杨沫《青春之歌》＞























































































を表す場合もあれば、“程度浅” ［程度が低いこと］ （“还 2”）を表わす場合も
あると指摘している。以下原文を引用する。
 　　 　“还 1”和“还 2”不光意义不同，在句子中的语言形式也有区别：“还 1”
不能轻读，“还 2”必须轻读。它们的分布也不同，“还 1”只能出现在“X
比Y……”这样的比较句中，“还 2”绝对不在那样的环境里出现。
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  （陆俭明1993：1）
 　　 ［“还 1”と“还 2”は意味が異なるだけでなく、文中における言語形式も
異なる。“还 1”は軽く発音することができないが、“还 2”は軽く発音し
なければならない。また、両者の分布も異なる。“还 1”は“X比Y……”
のような比較構文にしか用いられないが、“还 2”はそのような環境では
決して用いられない。］
2） “更”、“还”と語気助詞“呢”の共起について、陆俭明（1993：17-18）でも
次のように指摘されている。
 　　 　用“还”的句式，句末可带语气词“呢”，……用“更”的句式，句末
不能带语气词“呢”。
 　　 ［“还”が用いられる構文は、文末に語気助詞“呢”を後置することがで
きる。…“更”を用いる場合、文末に語気助詞“呢”を後置することが
できない。］
3） 例（12）のような例文を非文と判断するインフォーマントが多い一方で、こ
れを適格文と見なすインフォーマントもおり、個人差が見られる。
4） この場合の“还”は陆俭明（1993）の指摘する“还 2”であり、「まあまあ」
という意味を表している。
5） 中桐（1997：10）は下記の例を取り上げて、「“更”が客観的な性格を持つの
に対し“还”は話者の主観が大きく働いている」と指摘している。
 　　这里有友情，有信仰，比死还更强的信仰。
 　　［ここに友情がある。信仰もあり、死ぬよりずっと強い信仰がある。］
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